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着衣泳の実践授業が児童のプール及び川への認知に及ぼす影響T

岸俊行制・稲垣良介叫

福井大学教育・学部判 .岐阜型徳学園大学教育学部i・2

本研究は水英lt4r.故防Ir.教育の一段として小宇校4年生の体育の授業において学校プーノレでの

消衣泳の実践授業を企阿 ・実践し，定?衣泳の実践授業が子どもたちの内而にどのように影響する

のかを明らかにしt-.実践の効果として(.どもたちの川 ・プールへの認知の変化を分析対象とし，
実践前 ・実践後 ・遅延 (fiO日後)の3時点聞での子どもたちの認知の変化を検討した.分析の結

果，子どもたらの)11・プーノレへの認知は大きく 6つに分類可能であることが明らかとなった.ま

た学校プーノレでの，(J衣泳の実践がプールへの認知のみならず川への認知にも影響を及ぼしてい

ることが示唆された.

キーワード ・祈衣泳，水難事故防止，学校ゾーノレa 河川|

1.は じめ に

毎年，夏になると子ども大人にかかわらず水難事故

に関する報道を多く圧にする.警察庁生活安全局地域

~ (2013)の統計によると，平成24年中の我が国の水

~~t ，lド政発生件数は1，448i'1: ，水難者数は1，714人，死者 ・

行方不明者数は782人lこ|てっている.場所別の構成比で

は，海51.9%，河川30.4%と内然水域が高く，中'f.生

以下の子どもに限定寸ると河川が55.7%と河川での水

難事故率が突出して商くなっている.

このような現状の中で，学校教育において水難事故

防11:のための教育会行うことが求められるようになっ

てきている.実際に，学校体育の中で従来の水泳とは

具なる若衣泳の十受業が行われるようになってきている.

l{J&'泳は荒木 ・佐野 (1993)によって普及された乍習

}J法であり，着衣状態で水中に投げ出された時の対処

法を学習するため，水難時における生命保持が期待さ

れている(稲垣 ・岸 2012)
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ζれまで学校教育で行われてきた必衣泳のほとんど

が，学校フーノレでの実践であった(例えば大林ほか

1993，野沢 2009). また，先述したように実際の水難

事故の多くが河川等の自然水域で起こっているという

点も踏まえ，近年では稲垣 ・岸 (2014)による自然水

域での着衣泳の実践の報告もなされている.このよう

な着衣泳の実践報告や研究では，実践前後のチどもた

ちの感位、を基にした綬業の評価や実際の~衣状態での

水中移動や水中内での呼吸健保等の技術事項が獲得で

きたかどうかなどによって実践の評価が行われてきた.

二れら着衣泳の実践は.水難事故に遭ったことを想定

し，それらの伎術を用いて生命維持に努めることが出

米るようになることを主眼としている点から，t礼状学

校教育で行われている着衣泳の実践の主目的は.水難

事故に対する対症療法的な取り組みと捉えることも出

炎る. しかし先述したように，学校教台ーの中で着衣泳

の実践を行うことは， 子どもが水難事故に~わないと

いう効果も期待されている 例えば着衣泳の実践で水

域の怖さや着衣状態で水につかる事の危なさを知るこ

とにより，水域に一人で近づかないなど水難't:放に対

する対策を自ら考えることが出来るようになることも，

着衣泳の実践における重要な評価観点の一つである.

現伝の着衣扮くの実践および研究が水難事故防止という

観点に必ずしも資するものになっていないという指摘

もなされている(稲垣 ・岸 2012).学校体育の中で行

われる着衣泳の実践が，水難事故防止に資する取り組

みになっているのかという点について検紅を行うこと
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も非常に重要な事といえる.

安全教育に関するリスク認識に関して， RoけMANN

(2000) らはリスク認識一情報探究一対策実行」と

いうモデノレを提唱している.このモデルによると危険

に対する対策を実行するためには，リスク認識が必須

になる.このそデ、/レを水難事故防止教育に援用すると，

子どもたちの水域に対するリスク認識が重要になると

いえる.そこで本研究では，着衣泳の授業実践が水難

事故防止にどのような影響を及ぼしているのかを明ら

かにするために，実際の着衣泳の授業を実践し，子ど

も遠の水域への認知の変化を探索的に検吉村aることを

目的とした.

本研究では，子どもたちが親しむ水域としてプーノレ

と河川を設定し，それぞれに対する認、知を連惣法を用

いた質問紙法でたずねた.また，子どもたちの認知の

変化を検討するにあたり，水難事故防止の授業前後お

よび実践後50日後の3時点の変化を検討した.なお，

子ども遠の親しむ水域として海をあげなかった理由と

して，本研究対象の学校が中部地方の小学校であり，

海で遊ぶ子どもは少ないことを考慮したためである

2 方 法

2.1. 調査計画

本研究では，学校体育の中で水難事故防止教育を取

り入れ，学校プーノレを使った着衣泳の実践授業を行っ

た(以下「実践jと記す) 着衣泳の実践前と実践の後

(両方とも同一日)，および実践の50日後に同ーの質問

紙に回答を求めた.それぞれの回答を [直前1[直後l
[遅延]条件とし，この3時点での比較分析を行った.

2. 2 実銭の概要

対象の学校 ・学級は東海地方の小学校4年生3クラ

スて@あった(対象児童は117名). 7月の9: 30~1l 

05の間で 3クラス同時に行った.着衣泳の実践授業

は対象小学校のプーノレて、行った 当日は，着衣泳の実

習を実施するためのいわゆる特別時間割であった.

授業は，着衣泳の指導歴 (20年)を有する大学教員

がTlとして中心的役割を担い，対象クラスの担任T

2~T 4 は各学級の児童の指導にあたった. また，保

健体育を専門とする大学院生2名が補助的指導を行っ

た.授業時の児童の服装に関しては，長袖，長ズボン，

靴下，靴を着用させた.これらの素材については指定

しなかった.児童は 2入1組のバディで活動した.

授業当日は快晴であり，プーノレコンデ、ィションは良好

(気温33"C，水温32"C)であった.
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表1 連想法による出現単語数

事前 事後 遅延

プーノレ
714 763 872 

6.10 6.52 7.45 

)11 
728 808 848 

6.22 6.91 7.25 

下段はl人あたりの平均

本実践の特徴として，授業の後半に救命胴衣を使用

したことが挙げられる.また，対象者は3クラスの児

童で、あったため，授業後半に実施した「背浮きの練習j

fペッ トボトノレを用いた背浮きの練習Jrライフジャ
ケットを着用したへノレプ姿勢の練習」の3つの活動はz

ローテーションを組み， 15分毎に交替させる形態で実

施した.

2.3. 質問紙

質問紙は個人属性の項目のほか，プーノレ，河川に対

してどのような認知を有しているのかを聞く質問項目

を用意した.具体的には， A4の用紙の真ん中に「プ

ーノレJ(もう一枚には f川J)と予め書いておき，その

まわりに自由にその言葉から思いつく事項を好きなだ

け書いてもらうという連想法を用いたーまた質問のペ

ージの前にカレーライスを例にした回等例も用意した.

回等は各クラスの担任の指示のもと，プール，河川と

もに5分以内で回答を求めたー全く同ーの質問紙を3

時点で実施するため，質問紙は記名で行った.

なお，本研究において連想、法を用いた理由として以

下の点が挙げられる.先述したように本研究の目的は

着衣詠の実践が子どもたちの水域への認知にどのよう

な影響を与えているのかを明らかにするものである

子どもの水域への認知は，子ども達自身の経験(体験)

によって変わってくるものである.より多く水域での

経験をしている子どもは多様な認知を有していること

が推察される.このような多様な認知は従来型のアン

ケー トでは必ずしも対応できるとは限らないため，本

研究では多様な子どもの認知に対応するために探索的

に連想法を用いた.

3. 結果及び考察

3.1. 連想j去の概要

プール，川!に対する 3時点、での連想、法によって出さ

れた単語を条件ごとに集計した結果を表1に示す.表

1より明らかなように，実践を行う前後で出現単語数

が大きく伸びているととが分かる.実践前と実践後50

日本教育工学会論文誌 (}pn.J. Educ. Techno/.) 



口の遅延条件で比べるとプーノレ.川ともに出現語が l

人平均 l誇多く出されていることが明らかである.こ

のことから，実践がプールや川に対する児掌の認知に

何かしらの影響を与えているのではないかと推察され

る.

3.2. 出現単語数の分類

プーノレ， )11それぞれ3条件(計6条件)で出された

のベ4733語を KJ法の手法を援用して意味内容が近い

ものにまとめるコーディング‘を行った.なお出現時!~百ー

の分類は2名で行った.1名は教育心理学を専門とし

ている15年以上の大学教員歴を有するものであり，も

う1名は10年の公立学校教員歴と10年以上の大学教員

歴を有している体育科教育学を専門としているもので

ある.また分類は2名が同一テープ、Iレ上て・協議の上行

った.

コーディングは以下の段階を踏んで行った.):1'1一段

階で， r同内容の言葉jや「同一内容の言い換えJ，r同
一内容の言葉に修飾語を入れたものjをまとめた(例 :

楽しい，楽しい所，たのしさ，すごく楽しい，とても

楽しい). その結果， 4733~吾を440のラベノレにまとめた.

第二段階で，440のラベノレを内包している意味に務自し，

同一の意味を示しているラベルをグルーピングし，そ

れそ.れのグ‘ノレープに再度ラベ/レをふった その結果，

440のラベノレを43のグループに分類した.次に43のグル

ープに付されているラベノレに治日し，類似概念同士の

ものを再度.グルーピング化しラベノレをふるという作

表2 6カテゴリーとその具体

カテゴリー 主な小カテゴリー

ポジティブな
遊び関連，来しさ，熔しさ，人関連

イメージ・活動

感覚的要因 温度，深さ，感性，色彩，季節，気候

危険・恐怖 危険，危後予測，ネガティプ，流れ

自然重要因 生き物，創E.自然環境

授業関漣 4泳法，潜る，授業

水および周辺 水に挺速した用語，しぶき，道具ハート宙

業を，グノレープlこ付与された概念がそれぞれ独旬のも

のである状態まで繰り返し行った.その結果 6つの

カテゴリーが抽出された目6つのカテゴリーとその具

体を表2に示す.なお，分析の際に，明らかな個人の

体験に基づく単諸，特定の固有名詞， E味が不明な単
語(辞書に載っていない単語等)は分析から除外した

(213語). 

3.3. 6カテゴリーと時間推移の関連

プーノレ， 川それぞれで3時点間における 6jJテゴリ

ーの概要を表3に示した.プー/レ，川|それぞれで3時

点X6カテゴリーの独立性の検定を行った結果，プー

ノレ， ) 11ともに時間推移とカテゴリーとは関連があるこ

とが示された. 表3よりプー/レ，川ともに実践直後に

はポジティプ必反応が下がり，危険関連の反応が増え

るということが明らかになった.しかしどららの条件

も遅延 (50日後)では，ポジティブ、な反応が上がって

いることがわかる.反対に危険関連項目に関しては，

プーノレ条件で怯遅延 (50日後)では実践庭前と同じ程

度に戻っているのに対して，川条件では実践i直後のま

まそれほど下がっていないという結果であった.

支たプーノレ条件においては水を含む周辺状況に関す

る認知が実践前から遅延 (50日後)の閉で減少してお

り，川条件で1::1.，向然に関する認知が実践前から遅延

(50日後)の聞で減少するという結果であった.

3. 4 考 察

プーノレ，) 11どららの条件でも，実践後に一時的にポ

ジティプな認知が下がったという結呆であったーこの

結果は実践および直後調査が7月上旬に行われ，遅延

誠査が夏休みを挟んど9月に行われたことに起因して

いると考えられる.実践直後にはそれなりに実践の効

果が見られたが夏休み中のプールや川遊びなどで再び，

ポジティブな反応が芽生えたと考えられる.

しかし危険関連の認知に隠してはプーノレ，川どちら

の条件も実践後には高まるが，プーIレ条件では遅延調

脊時には元の実践前の状態に戻っているという結果で

表3 場所 ・条件ごとの6カテゴリーの概要

ポジケィプ 感覚 危険関連 自然 授業 水および周辺独立性の検定

事前 192 146 

プーJレ事後 19417 13417 

遅延 271'" 189 

10マ

101" 

3 
戸。

137 

116 

212'" 

200 

28マ 9 145 196マ

事前 116 108 64" 308・ 6 57 

χ2(10)= 

125.86・g

;('(10)= 
川 事後 122" 137 157・ 296 8 57 ~ 白

52.06胃
遅延 170・ 139 121 280" 17‘ 69 

料 :p(.Ol， ..:燐差分析の結果1%水準で有意に多い項目，マ 残差分析の結果1%水準で有意に少ない項目

Vol. 42， Suppl. (2018) 115 



あった.それに対して川条件では，実践後の高まった

危険関連認知が50日後にもある程度維持されていると

いう結果で、あった.このような結果になった理由とし

て，以下の点が考えられる.本実践で行った着衣泳は

先述した遥り水難事故防」上もその目的の一つにあり，

授業実践者はプールでの実践中，常に川や海等の水域

に置き換えて危険を考えさせるようなアプローチをと

っていた.そのために，実践終了後はプールのみなら

ず川に対しでも危険認知が高まったと考えられる そ

の後，夏休み中にほとんと守の子がプールの利用体験を

しているため，プールに対しては実感として危険認知

が下がったのに対して，実際に川で遊ぶ子はそれほど

多くなく実感としての危険(安全)を体験しないまま

事後調査を受けたため，実践直後の危険認知の効果が

残っていると推察される.

またプーノレ条件では水及び周辺状況への認知が， ) 11 

条件では自然に関する認知が実践前よりも50日後の遅

延調査時には下がっているという結果であった.プー

ルにおける周辺状況や川における自然は，もともとそ

れぞれの場所に対して持っていた子どもたちの認知項

目といえる それが実践を繰ることで，危険をはじめ

としたほかの項目へと認知の幅を広げたのではなし、か

と考えられる.

4 ま と め

本研究では，実際に小学校のプーノレで行われた水難

事故防止教育(着衣泳の実践)が子どもたらのプ←ノレ

や川への認知に与える影響を明らかにした.

分析の結果，以下のことが明らかとなった.連想法

による子どもたちの水域への認知を検討した結果，子

どもたちの)11・プーノレへの認知は6つに分類可能であ

ることが示唆されたーまた実践前後と50日後でのプ←

/レ条例ニと川条件において子どもたちの認知が異なって

いることが明らかとなった とくに本研究の中心的関

心でもある危険関連認知に関しては，プーノレ条件では

実践効果が消失しているのに対して， )11条件において

は実践の効果が50日後もある程度維持されているとい

う結果であった.このことから，本研究で行った学校

プールでの実践においても，実際の川での危険誌、知に

影響を与えること，また，それがある程度持続する効

果を有することが明らかとなった.

今後の課題として以下の2つを挙げる.1つに子ど
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もの認、知の変化を対象(プーノレ ・)11)に対するイメー

ジの連惣法によって取得した単語のみで分析した点で

ある.よって子どもの対象への認知も出現単語からの

推測に過ぎないという隈界がある 今後は子どもたち

の認知を対象としたより踏み込んだ質問紙調査を行っ

たり，子どもたちにインタヒRューを行ったりするなど

して，直接的に子どもたちの認知の変化を明らかにし

ていくことが求められる また.本研ー究て暴行った実践

は学校プールで行った着衣泳の授業である 学校プー

ルでの実践にもかかわらず，)11に対する認知の変化も

見られたため，一定の効果は認められるものであるが，

今後は実際の川での実践を行うことで子どもたちの認

知にどのような影響を与えるのか，より詳細な検討が

求められる.
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